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平成２２年１１月９日 

各   位 
会 社 名 イ マ ジ ニ ア 株 式 会 社 
代表者名 代表取締役会長 兼 ＣＥＯ 神藏 孝之

（ＪＡＳＤＡＱ・コード４６４４） 

問合せ先  
役職・氏名 取締役 兼 ＣＦＯ 中根 昌幸 
電 話 ０３－３３４３－８９１１ 

 

（訂正・数値データ訂正有り）「平成 23 年 3 月期 第 2 四半期決算短信〔日
本基準〕（連結）」の一部修正について 

 

 平成 22 年 10 月 29 日に発表した標記開示資料について訂正がありましたのでお知らせいたします。また

数値データにも訂正がありましたので修正後の数値データも送信します。 

 

記 

 

１．訂正箇所（訂正部分に下線を付しております。） 

サマリー情報 

【訂正前】 

1. 平成 23 年 3月期第 2四半期の連結業績（平成 22 年 4 月 1日～平成 22 年 9 月 30 日） 

（2）連結財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 1 株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円銭

23 年 3月期第 2四半期 8,679 7,754 89.3 780.97

22 年 3 月期 8,632 7,510 87.0 756.46

 

【訂正後】 

1. 平成 23 年 3月期第 2四半期の連結業績（平成 22 年 4 月 1日～平成 22 年 9 月 30 日） 

（2）連結財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 1 株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円銭

23 年 3月期第 2四半期 8,610 7,754 90.0 780.97

22 年 3 月期 8,632 7,510 87.0 756.46

 

２ページ １．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

【訂正前】 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 
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当第２四半期連結会計期間末の総資産につきましては、前連結会計年度末と比較して 47,330 千円増加し

た 8,679,603 千円となりました。その主な要因は、現金及び預金が 311,147 千円の増加となったものの、

売掛金が146,626千円の減少、投資その他の資産のその他が47,021千円の減少、流動資産のその他が33,331

千円の減少、投資有価証券が 30,019 千円の減少となったことによるものであります。 

負債合計は、前連結会計年度末と比較して 196,568 千円減少した 925,489 千円となりました。その主な

要因は、営業未払金が 91,199 千円の減少、未払法人税等が 90,851 千円の減少によるものであります。 

（省略） 

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」）は、6,666,201 千円と前連

結会計年度末より 311,147 千円の増加となりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況及びこれらの要因は次のとおりであり

ます。 

（省略） 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は 48,793 千円（前年同期は 270,990 千円の資金減少）となりました。これ

は主に、配当金の支払額 48,755 千円によるものであります。 

 

【訂正後】 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末の総資産につきましては、前連結会計年度末と比較して 22,213 千円減少し

た 8,610,059 千円となりました。その主な要因は、現金及び預金が 241,603 千円の増加となったものの、

売掛金が146,626千円の減少、投資その他の資産のその他が47,021千円の減少、流動資産のその他が33,331

千円の減少、投資有価証券が 30,019 千円の減少となったことによるものであります。 

負債合計は、前連結会計年度末と比較して 266,112 千円減少した 855,945 千円となりました。その主な

要因は、営業未払金が 91,199 千円の減少、未払法人税等が 90,851 千円の減少、流動負債のその他が 88,520

千円の減少によるものであります。 

（省略） 

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」）は、6,596,656 千円と前連

結会計年度末より 241,603 千円の増加となりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況及びこれらの要因は次のとおりであり

ます。 

（省略） 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は 118,337 千円（前年同期は 270,990 千円の資金減少）となりました。こ

れは主に、配当金の支払額 118,299 千円によるものであります。 
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５ページ ３．四半期連結財務諸表 

【訂正前】 

（１）四半期連結貸借対照表 

 （単位：千円）

 
当第２四半期連結会計期間末 

(平成 22 年９月 30 日) 

前連結会計年度末に係る 

要約連結貸借対照表 

(平成 22 年３月 31 日) 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金 6,666,201 6,355,053

（省略） 

流動資産合計 7,838,844 7,710,303

（省略） 

資産合計 8,679,603 8,632,272

負債の部 

 流動負債 

  （省略） 

  その他 180,484 199,460

  流動負債合計 925,489 1,122,058

負債合計 925,489 1,122,058

 （省略） 

負債純資産合計 8,679,603 8,632,272

 

 

【訂正後】 

（１）四半期連結貸借対照表 

 （単位：千円）

 
当第２四半期連結会計期間末 

(平成 22 年９月 30 日) 

前連結会計年度末に係る 

要約連結貸借対照表 

(平成 22 年３月 31 日) 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金 6,596,656 6,355,053

（省略） 

流動資産合計 7,769,300 7,710,303

（省略） 

資産合計 8,610,059 8,632,272

負債の部 

 流動負債 

  （省略） 

  その他 110,940 199,460

  流動負債合計 855,945 1,122,058

負債合計 855,945 1,122,058

 （省略） 

負債純資産合計 8,610,059 8,632,272
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７ページ ３．四半期連結財務諸表 

【訂正前】 

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

 （単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間 

(自 平成 21 年４月１日 

至 平成 21 年９月 30 日) 

当第２四半期連結累計期間

(自 平成 22 年４月１日 

 至 平成 22 年９月 30 日) 

（省略）   

財務活動によるキャッシュ・フロー 

自己株式の取得による支出 △149,899 △37

配当金の支払額 △121,091 △48,755

財務活動によるキャッシュ・フロー △270,990 △48,793

現金及び現金同等物に係る換算差額 △12,121 △19,958

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,272,752 311,147

現金及び現金同等物の期首残高 4,602,025 6,355,053 

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,874,777 6,666,201

 

【訂正後】 

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

 （単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間 

(自 平成 21 年４月１日 

至 平成 21 年９月 30 日) 

当第２四半期連結累計期間

(自 平成 22 年４月１日 

 至 平成 22 年９月 30 日) 

（省略）   

財務活動によるキャッシュ・フロー 

自己株式の取得による支出 △149,899 △37

配当金の支払額 △121,091 △118,299

財務活動によるキャッシュ・フロー △270,990 △118,337

現金及び現金同等物に係る換算差額 △12,121 △19,958

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,272,752 241,603

現金及び現金同等物の期首残高 4,602,025 6,355,053 

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,874,777 6,596,656

 

２．訂正の理由 

四半期報告書作成作業の一環として、数値を再度精査していたところ、当第２四半期連結会計期間にお

ける配当金の支払金額が判明したためであります。 

以 上 


